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ヴァ-ジニア・ウルフ『ダロウェイ夫人』
における「歩く」こととショッピング
榊　原　理枝子
(1)パーティの意味
Mrs. Dalloway said she would buytheflowers herself.
For Lucy had her work cut out fわr her. The doors would be
taken off their hinges ; Rumplemayer's men were comlng. And
then, thought Clarissa Dalloway, what a morning - fresh as if
issued to children on a beach. (Woolf, Mrs. Dalloway I)
ダロウェイ夫人は,お花は私が自分で買ってくるわ,と言った｡
というのは,ルーシーには彼女のやる仕事があるから｡ドアを蝶番
からはずすので,ランベルメイヤーの職人たちが来ることになってい
る｡それに,とクラリッサ･ダロウェイは考えた,なんて朝だろう-
まるで海辺の子どもたちに放たれているようだ｡
1923年6月,パーティの花を買うためにクラリッサが街に出る上の場面か
ら始まるヴァージニア･ウルフによる『グロウェイ夫人』 (Mrs.DalloI
way,1925)｡クラリッサは,なぜ,自分で花を買いに行くのか｡メイド
のルーシーには仕事があったからというもっともらしい答えをテクストは
用意している｡たしかに,国会議員の妻として開くパーティのための花を
買うという行為は,妻としての役割のなかでの買い物であるかのように見
える｡だが,パーティの場面でのリチャードは,パーティの政治的成功に
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気を操む政治家というよりも,招待客に気配りをするホスト役であり,娘
の美しい姿に感嘆する父親である｡つまり,クラリッサがパーティの成功
を願い,準備に心を砕くパーティは,議員夫人としての社会的役割のみの
ために行われるのではない｡実際,リチャードは,体に障ると分かってい
るパーティをクラリッサが開きたがるのを愚かしいと思っている｡また,
クラリッサの昔の恋人のピーター･ウオルシュは,クラリッサがパーティ
を開きたがることに彼女の俗物性を見ていると,クラリッサは考えている
(107)｡だがクラリッサによれば,彼女が好きなのは, ｢ただ人生｣
(What she liked was simply life. )なのだ(Woolf, Mrs. Dalloway 107) ｡
さらに彼女は,パーティを開く意義について,このように考えている｡
Here was So-and-so in South Kensington ; some one up in
Bayswater ; and somebody else, say, in Mayfair.And she felt
quite continuously a sense of their existence ; and she felt what a
waste ; and she felt what a pity ; and she felt if onlythey could
be brought together; so she did it.And it was an offering; to
combine, to create ; but to whom?
Anoffering forthe sake of offering, perhaps. (Woolf, Mrs. Dallo-
∽αγ 107)
誰かはサウス･ケンジントンにいた｡誰かはベイズウオーターにい
た｡また別の誰かが,たとえばメイフェアにいた｡そして彼女は,徳
えずその人たちの存在を意識していた｡何てもったいない｡なんて残
念｡彼女はその人たちを引き合わせられたら,と感じた｡だから,彼
女は実行した｡そしてそれは捧げ物だ｡結び付け,つくりあげるとい
うことは｡でも,誰に対する?
多分,捧げ物のための捧げ物だ｡
ヴァージニア･ウルフ『ダロウェイ夫人』における｢歩く｣こととショッピング　　267
このように,クラリッサのパーティは,政治的企画というより,社交の場
なのだ｡首相までもが参加し,彼女が開くパーティは政治的には盛会であ
るが,さらに,社交の場として洗練されていなくては,クラリッサにとっ
て成功とは言えない｡
She didthink it mattered, her party, and it made herfeel quite
sick to know that it was all going wrong, all fallingflat.Anything,
any explosion, any horror was better than people wandering aim-
lessly, standing in a bunch at a corner like Ellie Henderson, not
even carrying to hold themselves upright. (Woolf, Mrs. Dalloway
149)
彼女のパーティはとても大切で,これが成功せずに,失敗してしまう
と思うと,気分が悪くなった｡当てもなくうろつき,エリ一･へンダ
ソンのようにだらしない姿勢で,隅に固まって立つ人たちよりは,煤
発でも恐怖でも何でもましだった｡
エリ一･へンダソンとは,クラリッサの従姉妹である｡が,貧しく,社交
界の華であるクラリッサとは自然に疎遠になっていた｡それにもかかわら
ず,クラリッサの知人の世話好きの女性の口利きで,不本意ながらぎりぎ
りになってからエリ一･へンダソンをクラリッサはパーティに招待するこ
とになったという経緯がある｡エリ一･へンダソンの態度が洗練された社
交の場に似付かわしくないだけではない｡彼女は,招待状が直前に届いた
ために,パーティに出るための十分な支度を整える時間もなく, ｢安いピ
ンクの花を6本買い,古い黒いドレスにショールをまとって｣パーティに
やって来た(Woolf,Mrs.Dalloway 149)｡このほかにも,クラリッサの
視点から語られるパーティの招待客の様子には,服装に関するものが少な
くはないことに気付かされる｡たとえば,権威あるミルトン研究者と議論
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を戦わせている男性の着こなしの不恰好さや,立った髪の毛,パーティに
ふさわしくない赤い靴下にクラリッサは目を留めているし(156),また一
方でパリの最高の仕立てのドレスを着こなしている若い女性の姿に感嘆し
ている(157)｡
つまり,クラリッサがそのために自分で花を買いに行ったパーティは,
政治的集会であると同時に,ファッショナブルな集いであり,クラリッサ
1)
は,ヴィクトリア朝以来の伝統的な理想的女性像とされた｢家庭の天使｣
のような,自分の意見や願望を持たない女性ではなく,議員夫人という役
割のなかではあっても,洗練されたライフスタイルの追求を自分の喜びと
する女性であったのだ｡こうしてみると,クラリッサが自分でパーティの
花を買いに出かけたのは,彼女自身がパーティに大いに喜びを見出してい
るからであったことが確認できる｡
イングリッシュネス
(2) ｢歩く｣ことの英国性
さらに言えば,彼女はボンド･ストリートをはじめとする商業都市ロン
ドンを歩くという楽しみを味わうためにも,自分で花を買いに行ったので
はないか｡彼女の目が,ロンドンの様々な事物を捉えていることが, ｢意
識の流れ｣の手法によって示されている｡クラリッサはウェストミンス
ターの自宅を出て,ヴィクトリア･ストリートを通り,セント･ジェイム
ズ･パークを抜ける途中で,幼馴染みのヒュ一･ウイットブレッドとたま
たま出会い,それからピカデリーに面したグリーン･パークの入り口に
やってきて,ピカデリーを通過し,ボンド･ストリートを歩いて,目指す
花屋に入り,帰りはオックスフォード･ストリートを歩いているのだが,
本稿で注目したいのは,クラリッサが目を留めるボンド･ストリートの様
子である｡
Bond Street fascinated her ; Bond Street early in the morning ln
ヴァージニア･ウルフ『グロウェイ夫人』における｢歩く｣こととショッピング　　269
the season; itsflagsflying; its shops ; no splash; noglitter;
one roll of tweed in the shop where her father had bought his
suits for fifty years ; a few pearls ; salmon on an iceblock. (Woolf,
Mrs. Dalloway 8)
ボンド･ストリートにクラリッサは魅了された｡社交シーズンの早朝
のボンド･ストリート｡風にはためく旗｡商店｡見掛け倒しのもの
や,ギラギラしたものなどない｡父が50年間背広を用立てていた店に
は,ツイードがひと巻き｡真珠｡氷塊に載った鮭｡
クラリッサはボンド･ストリートの商業的な事物に心を躍らせ,道行く者
の視線を捉えるべく展示されたモノに目を奪われている｡ 19世紀後半にお
ける博物館･博覧会見物,パッケージツアー,映画と同様に, ｢見る｣こ
とを拠り所とした行為であるショッピングは,資本主義社会における人々
の視線の獲得を優先事項とすることを後押しした(Friedberg37)｡都市
を歩くということは,商業的事物に視線を捉えられるということなのだ｡
ヒュ一に｢どちらまで?｣と尋ねられて,クラリッサは｢私はロンドンを
歩くのが大好きなの｡｣ ｢本当に,田舎を歩くよりもいいわ｡｣ ("Ilove
walking in London," said Mrs. Dalloway. "Really, it's better than
walking in the country.")と答えている( Woolf, Mrs. Dalloway 3)｡
クラリッサは｢花を買う｣ためというより,むしろロンドンの街を｢歩
く｣,すなわち｢見る｣という楽しみのために出かけたのであった｡
ここでクラリッサが｢ロンドンを歩く｣ということの対立概念としてい
るのが｢田舎を歩く｣ことだが, 19世紀半ば以降のイングランドに現れた
田園尊重主義についてここで触れておかなくてはならない｡産業革命の結
果として,イングランドの人Hの半分以上が都~刺こ集中し,イングランド
は都市を中心とする時代に突入した｡都市の劣悪な住居環境,人口密集に
よる大気汚染,神経への恒常的刺激が原因で,都市住民に｢退化｣ (de-
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generation)をもたらすのではないかという都市退化論が,世紀転換期に
イングランドの人々の不安を煽った｡こうした不安を背景に,田園にこそ
本来のイングランドがあるという田園尊重主義が現れる｡狭義には都市住
民を田園に移住させて小農地を営ませるという｢土地に還れ(Backtothe
Land)｣という運動は,より広義には,都市を脱出して田園へ移転した
り,田園を旅行したりといった実践的レベルから,さらには田園的事物の
復興や田園-の関心といった知的レベルまでをも,含んだという(丹治)｡
こうした田園尊重主義は,英国性(Englishness)の保持,継承という
歴史的なコンテクストのなかで行われたことも忘れてはならない｡デイ
ヴイッド･マットレスは,両大戦間から第2次世界大戦後までの風景と国
家の構築を通した新たな英国性の創成を論じている｡ 1920年代から30年代
の環境保全運動を,失われた古き良きものを嘆くノスタルジアに基づく保
守的運動ではなく,専門的公共企業体の指導のもとに,近代的でありなが
ら伝統的な, ｢新しいイングランド｣の風景を計画するという進歩的運動
とマットレスは見なしている(Matless)｡英国性を象徴する田園風景と
は,単なる保存ではなく,近代性を取り入れた新しい風景として作り変え
られながら継承されていかなくてはならないものであったのだ｡
｢臼舎を歩くよりもロンドンを歩くほうが良い｣というクラリッサの発
言が,こうした凹園尊重主義といかなる関係にあるのかということについ
ては,議論の対象となってきた(河野;丹治)｡だが,本稿では,都市ロ
ンドンを歩きながらも,クラリッサの意識が青春時代を過ごした田園ブワ
トンに連れ戻されていることを念頭に置きつつ,彼女が都市を｢歩く｣と
いう,そのこと自体に喜びを見出していることに,まずは注目したい｡
(3)ショッピングについて
『ダロウェイ夫人』におけるショッピングのテーマを,レジナルド･ア
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ポットは『ダロウェイ夫人』以外のウルフ作品とともに論じており(Ab-
bott),また,ウルフにおける都市を｢歩く｣ということの意味を論考し
たレイチェル･ボウルピーの論(Bowlby, "Walking, Women andWrit-
ing'')があるが,本稿では, 『ダロウェイ夫人』の｢歩く｣こととショッ
ピングの両方に注目して,英国に大衆消費社会の到来しつつあった1920年
代における英国性とその伝続との連続/非連続について考えたい｡
エリカ･ダイアン･ラバポートは,ヴィクトリア朝末からエドワード朝
にかけての中産階級の女性たちによって,ロンドン中心部の西側,ボン
ド･ストリートやオックスフォード･ストリートを中心とする高級店,劇
場,レストランが軒を連ねるウェスト･エンドが,エンターテインメント
の場として構築されていくさまを検証している｡ウェスト･エンドとは,
大量消費時代の娯楽とショッピングの場であり,当時の女性たちに自由と
快楽を与えた(Rappaport3-6)｡エドワード朝末には,ウェスト･エン
ドは閉鎖的でフォーマルなショッピングの場であったが, 1930年代には,
そこに並ぶ店の流行り廃りが激しい,現代的なショッピングの場-と変化
した｡実際に何を買うかということと同じく重要なのは,ウェスト･エン
ドをどう｢歩く｣かということであったという(Edwards)｡ショッピン
グにおいて,街を｢歩く｣という行動が重視されたのであった｡エドワー
ズが論考の対象にしているのは1930年代ではあるが, 『ダロウェイ夫人』
の1923年には,こうした傾向の萌芽が既に見られたということは,道行く
人の視線を捉えようとするショウ･ウインドウの描写や,タラリッサの娘
のエリザベスが家庭教師キルマンと一緒にデパートに行く場面に現れてい
る｡ショッピングとは,このように, ｢歩く｣ことと一体化したエンター
テインメントであった｡
また英国にあっては, 1870年代以降,大量生産が盛んになったことに加
え,関税引き上げによって,メーカーは国内市場に眼を向けざるを得なく
なったという事情もあった｡ラバポートの定義に従うと, ｢ショッピン
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グ｣ (shopping)とは, ｢買い物｣ (buying)の同義語では決してないし,
小売施設がネットワークとして発達したことの単なる副産物でもなく,ま
た大量生産を狙った経済の当然の結果でもない｡ショッピングとは,女性
たちにとって家事の一部でもあったが,同時に家を離れて楽しむというこ
とでもあったし,ショッピングだけではなく,外食や観劇などの楽しみも
付随した｡そして,ショッピングをするということは,家庭という枠を出
て,街という公共圏の構成員となることでもあった｡だが,ヴィクトリア
朝以来の伝統的規範では,中産階級の女性は公共圏に立ち入るべきではな
いとされていたので,ショッピングのために街に出る女性は,そうした規
範を脅かす脅威的な存在とも受け取られた(Rappaport3-6)｡つまり,
新しい時代の,都市を｢歩く｣ということと結び付いたショッピングは,
女性に新しい快楽と自由をもたらしたのだ｡それだけではない｡ボード
レールの影響のもと,ベンヤミンが打ち出した近代都市における遊歩者
(naneur)という,男性であることを前提とした都市的存在に,ショッ
ピングは女性の参入を許した｡ショッピングを楽しむ女性とは, ｢家庭の
天使｣ではなく,自分の欲望と快楽のために消費活動をする,新しい女性
像であったのだ｡
この意味で,ショッピング街を｢歩く｣ことを楽しむクラリッサは,女
性遊歩者(flaneuse)という新時代の快楽と自由を体現している存在で
あった｡ショッピングの原動力である女性の欲望について,ボウルピー
は, 19世紀末から20世紀にかけて,企業の関心は製品の生産に励む段階か
ら,製品を買いたいという欲望を生み出す段階へと移っていったと述べ
る｡消費文化によって,ショウ･ウインドウはナルキッソスの鏡となり,
その前に仔む者の理想化されたイメージを見せる｡ショウ･ウインドウ
は,それを見る者が欲しているもの,なりたいと願うものを見せるのだ
(Bowlby, JustLooking 18-34)｡これには,雑誌などのメディアの発達
も多いに寄与した｡ 19世紀に新たな読者層として女性を獲得した雑誌とい
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うメディアは,第一次世界大戦までには,一大産業と化していた(Ballas-
ter,etal.)｡そして,ブロンウェン･エドワーズは,雑誌『ヴォーグ』
と,消費者のショッピング行動の軌跡を検証している(Edwards)｡さら
に,広告と消費文化によって女性遊歩者のための新たな欲望が生み出され
た｡これは,販売と消費のシステムのなかで作り出された欲望であり,そ
のシステムは, ｢見る｣ことと｢買う｣ことの関係と,視覚を通して商品
を所有し,一体化したいという間接的欲望に依拠していた(Friedberg
37)｡ ｢ショッピング｣の定義については,既にラバポートの定義を見た
が,フリードバーグによる,より端的な｢ショッピング｣定義を以下に引
用しておく｡フリードバーグによれば,単に市場でものを買う｢マーケ
テイング｣ (marketing)とは違い, ｢ショッピング｣とは時間をかけて商
品を吟味することであり,必要性よりも欲望によって直接的に決定される
という(Friedberg 57)｡
To shop : as a verb, it implies choice, empowerment in the rela-
tion between looking and having,the act of buying as a willful
choice. To shop is to muse in the contemplative mode, an activity
that combines diversion, selfJgratification, expertise, and physical
activity. (57)
｢ショッピングする｣とは,動詞として,その行為が,選び,見るこ
とと所有することの関係を強化し,気倭な選択として買うということ
であると合意する｡ ｢ショッピングする｣とは,隈想に耽って見つめ
ることであり,気晴らし,自己の欲求充足,熟練を要する技,身体活
動を結び付ける活動だ｡
(4)伝統との連続/非連続
クラリッサが花を買いに行く途中で出会うヒュ-は,若い頃から英国紳
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士の礼儀作法が身に付いており,今は王室関係の仕事に就いている｡彼は
邦掩的に描かれているほどに英国の伝統を体現しており,その彼が妻のた
めにネックレスを買うのは,馴染みの店員のいる店であり,たまたま彼が
店にいなかったので,ヒュ-はネックレスを買わないくらいである(99-
101)｡買う店が決まっており,店員との個人的な繋がりのもとで買うとい
う伝統的なショッピング行動と,新しい時代のエンターテインメント性を
伴うショッピングは区別されなくてはならない｡
クラリッサが自分で花を買いに行くことにしたのは,彼女自身の喜びの
ためでもあったが,実際,手袋が大好きな彼女は,花を買いに行く途中で
手袋店のショウ･ウインドウに目を奪われ,足を止める｡
"That is all," she said, looking at thefishmonger'S. "That is all,''
she repeated, pauslng f♭r a moment at the window of a glove shop
where, before the War, you could buy almost perfectgloves.And
her old Uncle William used to say a lady is known by her shoes
and hergloves. (Woolf, Mrs. Dalloway 8)
｢それだけ,｣と彼女は魚屋を見ながら言った｡ ｢それだけ,｣と手袋
店のショウ･ウインドウで一瞬立ち止まって繰り返したが,その店
は,第一一次世界大戦の前は最高級の手袋を買えた店だった｡そして
ウイリアムおじさまは,レディは靴と手袋でそれと分かるとおっ
しゃっていたものだ｡
クラリッサは,このように,手袋店のショウ･ウインドウという消費者の
欲望を映し出す鏡の前で立ち止まるが,実際に店内に入って買うことはな
い｡このとき,クラリッサは,ただ, ｢歩き｣, ｢見る｣というだけの遊歩
者なのである｡クラリッサが実際に買うという行動に出るショッピング行
動については,花屋の場面で検証することができる｡以下は,クラリッサ
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がマルベリー花店に入った場面である｡
There were flowers : delphiniums, sweet peas, bunches of lilac ;
and carnations, masses of carnations. There were roses ; there
were irises. Ah yes - so she breathed in the earthy garden sweet
smell as she stood talking to Miss Pym who owed her help, and
thought her kind, for kind she had been years ago ; ... (Woof,
Mrs. Dalloway 9-10)
様々な花があった｡デルフイニウム,スイートピー,ライラックの
房｡カーネーション,たくさんのカーネーション｡バラがあって,ア
イリスがあった｡ああ,そう-クラリッサは,ミス･ピムに話しか
けながら,かぐわしい庭土の匂いを吸い込んだが,ミス･ピムは彼女
の手助けに恩を感じ,彼女を親切だと思っていたのだ,何年も前に親
切にされたから. . .
このようにマルベリー花店のミス･ピムは,クラリッサに恩義を感じてい
るが,クラリッサの側でも同様に,ミス･ピムから好意と信頼を得ている
と感じているのである｡クラリッサは,エンターテインメントとしての
｢歩く｣という行為と不可分なショッピングをする女性ではあるが,彼女
のショッピング行動とは,大量消費時代のそれではなく,店員との個人的
な繋がりを前提とする伝統的なものであった｡
And as she began to go with Miss Pym from Jar tO jar, choosing,
nonsense, nonsense, she said to herself, more and more gently, as
if this beauty, this scent, this colour, and Miss Pym liking her,
trusting her, were a wave which she letflow over her and sur-
mount that hatred, that monster, surmount it all ; ‥. (Woolf,
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Mrs. Dalloway 10)
そして彼女はミス･ピムと一緒に花を入れた碧から嚢へと動きなが
ら,花を選んで,ばかばかしい,ばかばかしい,と心のなかで思って
いたが,次第に和らいでいった-まるでこの美しさ,この芳香,色
彩,そしてミス･ピムが彼女のことが好きで,信頼を寄せているとい
うことが,彼女を覆って流れる波になり,あの憎しみ,あの怪物,そ
のすべてを乗り越えていくようであった｡
娘の心を奪っている家庭教師キルマンを想定したクラリッサの憎しみが次
第に軽減されていくこの箇所の,様々な花を見て,吟味して買うという行
動に,ショッピングの｢気晴らし｣の要素が含まれていることが分かる｡
つまり,パーティのための花を買うという名目はあるが,クラリッサに
とってこの買い物は,エンターテインメントとしてのショッピングの色合
いが強い｡そして,それにはミス･ピムとの個人的な繋がりが不可欠な要
因となっている｡さらに,クラリッサはパーティを開くときの花をいつも
このマルベリー花店で用立てているという(Woolf,Mrs. Dalloway 8)0
ヒュ-のような伝統的な買い物行動の要素は残しつつも,クラリッサに
とって,花を買うということは,その途上の｢歩く｣,そして｢見る｣と
いう行為までも含む, ｢気晴らし｣を含むエンターテインメントとしての
ショッピングであるということを確認しておきたい｡
こうしたクラリッサの消費行動をもっと詳細に考えるために,当初は
『ダロウェイ夫人』の第1章として構想された短編小説｢ボンド･スト
リートのダロウェイ夫人｣ ("MrsDallowayinBondStreet, ''1923)の
クラリッサのショッピング行動を見てみたい｡ 『グロウェイ夫人』のクラ
リッサの背後にあるものを考える手がかりを与えてくれるはずだからだ｡
"Good morning, " said Clarissa in her charming voice. "Gloves, "
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she said with her exquisite friendliness and putting her bag on
the counter began, very slowly, to undo the buttons. "White
gloves, " she said. (Woolf, "Mrs Dalloway in Bond Street" 156)
｢おはよう｣とクラリッサは魅力的な声で言った｡ ｢手袋を｣と最高
の親しみを込めて彼女は言い,ハンドバッグをカウンターの上に置い
て,ゆっくりと手袋のボタンをはずし始めた｡ ｢白い手袋｣と彼女は
言った｡
女性店員に｢親しみ｣を見せていることに象徴的に示される,売る側と買
う側の個人的な繋がりに基づく伝統的な売買が,この手袋店で繰り広げら
れる｡ ｢ボンド･ストリートのダロウェイ夫人｣で,クラリッサは,彼女
が第一一一一一次世界大戦前から愛用していた手袋,つまり真珠のボタン付きの,
白い,肘の上までのフランス製の品を求めて手袋店に行き,店員に探して
2)
もらってようやく手に入れる｡この短編小説は,クラリッサが見覚えだけ
はあった女性の名前をやっと思い出すという場面で終わっているが,この
ことにも示されているように,失われた過去とその模索がテーマのひとつ
である｡他の客が試着した手袋が裂けてしまい,店員が｢第一次世界大戦
以来,手袋は確かではなくなってしまいました｡｣と詫びるようにクラ
リッサに言う場面("Gloves have never been quite so reliable since the
war, " saidthe shop-girl, apologising, to Clarissa.) ("Mrs Dalloway in
BondStreet''158)は,戦争によって歴史と伝統が断ち切られたことを暗
示している｡だが, 『グロウェイ夫人』のクラリッサは,手袋店に入るこ
とすらせず,手袋についての詳細なエピソードは, 『ダロウェイ夫人』か
ら姿を消す｡つまり,過去-の郷愁が｢ボンド･ストリートのダロウェイ
夫人｣から『ダロウェイ夫人』 -の過程で,希薄になるのである｡
ここで, 『ダロウェイ夫人』におけるクラリッサの｢歩く｣という行動
に再び目を向けると,自宅から花屋までの道のりは,彼女に都市の事物を
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見せながらも,彼女が青春時代を過ごした田園,プアトンに彼女を連れ戻
してもいることが分かる｡以下は,クラリッサが花屋に向かうために家を
出た場面である｡
What a lark!What a plunge! For so it had always seemed to her
when, with a little squeak or the hinges, which she could hear
now, she had burst open the French windows and plunged at
Bourton into the open air. (Woolf, Mrs. Dalloway 1)
なんて楽しい!飛び込んでいくこの気分!というのは,蝶番が少し乳
む音が聞こえ,クラリッサは,プアトンでフランス窓を勢いよく開
け,外気のなかに飛び込んでいったとき,いつもこんな感じだったと
思ったのだ｡
このように,クラリッサの想念は,彼女の現在と都市,そして過去と田園
を縦横に行き来している｡クラリッサが自由な青春時代を過ごした田園プ
アトンでの過去と,国会議員リチャード･ダロウェイの妻としてロンドン
3)
で暮らす現在とが,彼女の内的独自のなかで統合するというクライマック
スを,クラリッサが議員夫人として行うパーティの場面で迎えるというの
が, 『ダロウェイ夫人』の主たるテーマである｡ベンヤミンが説く,遊歩
者にとっては都市が田園となる(ll)ということを想起すると,女性遊歩者ク
ラリッサが都市を歩きながらそこに田園を見ていることに不思議はない｡
だが,女性遊歩者という存在が可能になるには,ショッピングという新し
いエンターテインメントが不可欠であり,ウルフの女性遊歩者クラリッサ
は,英国における｢歩く｣という伝統を修正していることに気付かされ
る｡つまり,英国における教育の仕上げとして行われていたフランスやイ
4)
タリアなどへのグランド･ツアーや登山,徒歩旅行などの｢歩く｣こと
は,田園尊重主義のなかで捉えることができ,さらに,自然の美の観賞が
ヴァージニア･ウルフ『ダロウェイ夫人』における｢歩く｣こととショッピング　　279
中産階級の男性の教養とされたという英国の伝統(河野)がある一方で,
教養のためではなく,ショッピングという自らの快楽追求のために都市を
歩くという『ダロウェイ夫人』のクラリッサは,失われた過去を嘆くだけ
ではなく,新しい時代のあり方を実践する存在なのである｡それ以前の
アーケードよりもさらに女性遊歩者に安全な保護区を提供したとされるデ
5)
パート(Friedberg37)に,クラリッサの娘のエリザベスは家庭教師キル
マンとともに向かう｡だが,こうした次世代のショッピングへの過渡期の
女性遊歩者であったクラリッサは,伝統的なショッピング行動を取りつつ
も,エンターテインメントとしてのショッピングを行い, ｢歩く｣という
ことに新たな意味付けをすることによって,英国における｢歩く｣ことを
めぐる伝統を書き換え,新たな英国性の提示を図っているのである｡
注
1)ヴィクトリア朝以来のイギリスの女性の理想像とされた｢家庭の天使｣ (Angel
intheHouse)であったが,ウルフは｢家庭の大使｣像を以下のようにまとめ
ている｡
She was intensely sympathetic‥ ‥　She was utterly unselfish. She excelled
inthe difrlCult arts of family life. She sacrificed herself daily... , -in short
she was so constituted that she never had a mind or wish or her own, but
preferred to sympathize always with the minds and wishes of others. ("Pro-
fessions for Women" 102)
彼女(- ｢家庭の天使｣)はとても思いやりがあります｡ (略)彼女は完全に無
私です｡家庭生活の困難な技に長けています｡日常的に自己犠牲をしています｡
(略)要するに,彼女は自分自身の意見や願望は決して持たずに,他の人々の
意見や願望に共感するようにできているのです｡
2)第---次世界大戦前までの女性のショッピングについてはAdburghamを参照され
たい｡
3)こうした読解の代表的なものに,とリス･ミラーの論がある｡
4)ウルフの父,レズリー･ステイ-ヴンは『英国人名辞典』 (DictionaTyOfNa-
tional Biography)の編集者を務めた学者であったが,登山家でもあった｡
5)デパートは女性遊歩者にとっては最初の領域であったとフリードバーグは述べ
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ているが(37), 『ダロウェイ夫人』においては,ショッピング街を遊歩するク
ラリッサの存在を女性遊歩者と捉えることができる｡
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